平成１９年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）①
	通 告
月 日
	６・　１
	通  告  者  名
	川　上　陽　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　市長が掲げる政策の実績・総括について

　　本市においては、第５次総合計画が策定され事業化も進んでおります。第５次総合計画は、中野市長が市長就任後、初めて策定した計画であり、市民意識調査などを実施し、市民の意見を反映した市民参加の計画であります。

市長は、市長就任後、「まちづくりは人づくり」を施策の柱として、市民の負託に応えた市政運営に取り組まれておられますが、近年、行政を取りまく環境は、財政面においても大変厳しいものがある中、市長は市長就任後、市長の掲げる施策の実績をどのように総括されておられるか、お考えをお伺いいたします。

２　市長の３期目の出馬について

市長は、地方分権社会における更なる発展のため、人材育成と行財政改革に力を注いでおられます。中野市長の任期も残り４ヶ月あまりとなりますが、３期目出馬へのお考えについてお伺いいたします。


平成１９年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）②
	通 告
月 日
	６・　１
	通  告  者  名
	滝　下　充　生

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　言　の　要　旨
	１　秋の市長選挙への立候補の決意について

市長は、平成11年10月に就任以来、「人づくり」「歩いて楽しいまちづくり」を施策の柱に市政運営に携わってこられました。

また、平成18年２月には一宮町と合併し、「新豊川市」が誕生し、さらに新たに宝飯郡音羽町、御津町から編入合併の申し入れを受け、平成20年１月までには、新しい豊川市が生まれようとしている大事な時期を迎えております。

市長の任期も残り４ヶ月となりましたが、３期目の出馬への決意についてお伺いします。


平成１９年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）③

	通 告

月 日
	６・　１
	通  告  者  名
	米　谷　俊　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　　言　　　　　　　の　　　　　　　要　　　　　　　旨
	１　豊川市民病院についてと新市民病院建設について

　　豊川市民病院は、東三河南部医療圏の区域に組み込まれ、当院は、第一次救急医療機関の後方病院として、入院または緊急手術を要する救急患者の医療を担当する第二次救急医療施設で病院群輪番制参加病院であり、救急医療体制は、施設面では緊急専用搬入口、救急処置室、救急手術室及び救急専用（優先）病床を有し、人員面では医師９名で対応していますが、全国の「緊急告示医療施設」の総数が過去５年間で、医師不足を理由に１割近く減っていることが緊急自治体アンケートで分かったとのことです。地域医療の中心となるべき医療施設が指定を撤回する背景には、地方で深刻化する病院勤務医の人員不足とも言われています。

　　また、看護体制の見直しがされ、10対１看護体制の上に、入院患者７人に対し、病棟看護師を１名配置する７対１という新しい看護体制を目指している上、さらに新市民病院建設の中で、ベット数増床を考えると看護師不足が懸念されます。

　　また、新市民病院建設については、病院建設（ハード事業）ありきではなく、市民の声、現場で働く人たちの多くの声を伺う中で、ソフト面からハード事業、すなわち新市民病院建設計画の中に、民意を反映させていただくことが重要なことと考えます。

　　また、新市民病院建設に向けて、情報を市民の方たちに提供していくことも肝要であります。

　　そこで、次のことをお伺いします。

　（１）　豊川市民病院の救急体制、対応の状況について

　（２）　今後の医師・看護師の確保について、どのようなお考えか

　（３）　新市民病院建設に向けて、医療を伴う障害者のショートステイについて

　　　　　　「受け入れ指定病院としての考え」

　（４）　新市民病院建設についての情報を市民にどのように提供していくのか


平成１９年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）④

	通 告

月 日
	６・　１
	通  告  者  名
	藤　原　宏　樹

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　姉妹都市・友好都市提携について

　　３月定例市議会で、今後の国際社会を考え、国外の友好都市について取り上げました。

平成20年に姉妹提携30周年を迎えるキュパティーノ市の今後の方針、また新たな交流先ということで、アジア地区との交流で、中国江蘇省無錫市と万博のフレンドシップ相手国であるフィリピン共和国ボホール州タグビララン市との友好提携について、今後どう取り組んでいくのか伺い、友好提携を前向きに検討したいと答弁がありました。

そこで、検討の状況と今後の考えについて伺います。


平成１９年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑤

	通 告

月 日
	６・　５
	通  告  者  名
	安　間　寛　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　言　　　　　の　　　　　要　　　　　旨
	１　子どもの医療費無料化の拡大について

　(１)　他都市の動向をふまえた検討状況について伺う。

　(２)　中学校卒業までの医療費無料化に要する経費について伺う。

２　介護保険の充実について

　(１)　昨年の介護保険改定で、車イス、ベッド等の福祉用具を貸与されなくなった方の実態や対策について伺う。

３　障害児保育等について

　(１)　障害児保育実施園の拡充について見解を伺う。

　(２)　新市民病院への「療育センター」等の開設の考えについて伺う。

４　企業誘致、工業用地開発について

　(１)　御津の工業用地開発等をふまえた、市内企業誘致の見通しについて伺う。

　(２)　市内中小企業のための工業用地など、あり方の見直しについて伺う。

５　巡回バスの実施について

　(１)　市民アンケート等を実施するべきと考えるが見解を伺う。


平成１９年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑥
	通 告
月 日
	６・　７
	通  告  者  名
	太　田　直　人

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　本市における臨時・非常勤職員にかかわる諸問題について

　　今や、日本の雇用者全体（約5,500万人）の約30％（1,650万人）が、いわゆる、非正規雇用者（すなわち、パート・アルバイト、派遣社員、契約社員）であり、近年、その比率が増加しつつあります。

　　その背景としては、さまざまあると思いますが、雇用者側、そして被雇用者側のそれぞれにメリットがある雇用形態であるからだと思います。しかし、非正規社員の中には、正規社員になりたくてもなれない人や、賃金のレベルも正規社員に比べて、25～55％レベルと低いなど、さまざまな問題を抱え、国政レベルでも課題となっております。

　　特に、被雇用者として30代、40代の女性が多いのが特徴となっております。これらの非正規雇用の女性は、子育てや子どもの教育を担いながら社会参加を果たしているものといえます。

　　行政としては、子育て支援や出生率アップという側面からも、ふさわしい労働条件を整備していく必要があるものと考えます。

　　そこで、本市における臨時・非常勤職員（以下「非正規職員」という。）の活用に関し、以下の点について伺います。

　(１)　非正規職員の雇用の現状

　　　①　正規職員と比較して、最近の非正規職員の人数の推移

　　　②　非正規職員が従事している職種とその資格要件

　　　③　非正規職員に占める、30代、40代女性の割合と非正規職員の賃金レベル

　(２)　非正規職員の位置づけ

　(３)　非正規職員の雇用における問題点


平成１９年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑦
	通 告
月 日
	６・　７
	通  告  者  名
	井　川　郁　恵

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　子育て支援の諸施策について

　　少子高齢化社会の抱えている課題は、大変に深刻であります。

　　子どもを産み育てにくくしている要因は、さまざまあると思います。結婚の必要性を感じない。結婚しても子どもを産む考えがない。何より、子育てにお金がかかりすぎるということが、大きな要因となっています。

　　そこで、以下の点について伺います。

（１）　妊婦健康診査の公費負担について

（２）　「こんにちは赤ちゃん」事業の状況について

（３）　妊産婦への配慮を呼びかける、「マタニティマーク」について

２　市民病院への「女性専門外来」の設置について

　　患者の側に立った、患者にやさしい親切な医療、また、女性の特性を考慮した医療が求められる中、女性医師やスタッフだけで診療を行う「女性専門外来」、また、「女性相談室」の設置について伺います。


平成１９年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑧
	通 告
月 日
	６・　７
	通  告  者  名
	牧　田　千枝子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　「障害者自立支援法」に基づく障害者福祉サービスについて

　　「障害者自立支援法」の本格実施から７ヶ月が経過し、新法のもとでの障害者福祉サービスが提供されていることと思いますが、一方では、障害者に義務づけられた福祉サービス費用の原則一割負担をはじめとする多くの課題が浮かび上がり、厚生労働省も一定の対応を行ったところです。

　　そこで、次のことを伺います。

(１)　「障害者自立支援法」本格実施後のサービス移行状況について

(２)　地域支援事業について

(３)　「障害者自立支援法」の円滑な運営のための改善策について


平成１９年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑨
	通 告
月 日
	６・　７
	通  告  者  名
	大　嶽　理　恵

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　行政サービスの向上について

　　豊川市において、数々のサービスが行われていますが、「そんなことも市役所はやっていたの。」というサービスがあるのが実態です。行政サービスの一環として、広報のより一層の充実が求められます。

　　例えば、豊川北部線のバスの無料回数券や、浄化槽設置の補助金など、市側は、多くの方に知っていただいて、その制度を使っていただけば、その目的に近づき、市民の側は、これは大事なことなのですが、知っていたら得をして、知らないと損をするようなことは、公正に欠けます。

　　そこで、２点お伺います。

　　(１)　豊川市における情報格差についての認識について

　　　　　格差社会という言葉に表されるように、いろいろな社会的格差が問題になっています。

　　　　　今回は、その中でも、情報に関する格差について、豊川市の現状に対する認識についてお伺いします。

　　(２)　現在の行政サービスを市民に伝える手段・方法とその効果、また、各課にわたり市民の知る権利を保障する広報のあり方について

　　　　　現在、広報として大きな役割を果たしているものは、広報とホームページだと思いますが、その効果をどのようにとらえているのか、お伺いします。

　　　　　各課にわたる市民のための情報を、一括して、市民の知る権利を保障すべく、随時提供していき、市民の情報格差解消につなげる取り組みが必要だと考えますが、現在の各課との情報のやりとりの現状と、今後の方向性についてお伺いします。


平成１９年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑩
	通 告
月 日
	６・　８
	通  告  者  名
	野　中　泰　志

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　学校運営協議会について

従来の公立（小中）学校は、文部科学省－都道府県教育委員会－地方（市区町村）教育委員会－学校という、ヒエラルキ型の巨大な官僚組織の「末端機関」という位置づけにあった。形の上では、日本の学校システムは、かなり分権的になっていると思いますが、実際は、さまざまな制約や「上部機関」による裁量によるところが多く、学校や教育行政関係者は、「上」を向いて物事を進めざるを得ない状態にある。

教員人事については、都道府県がすべての市区町村の学校について、完全に権限を握っている。（政令指定都市はその限りでない。）

特に、教育現場の長であるはずの校長の権限は極めて限定的で、企業で言えば、校長は係長か、せいぜい課長程度の権限しかないように思われてなりません。

平成20年度から、豊川市全26校で施行される「コミュニティ・スクール」は、そんな不自然な教育現場のシステムを改める画期的な考え方であると考える。

そこで、平成20年度から豊川市全26校で施行される、学校運営協議会制度について、本市教育委員会の考え及び取り組みについて伺う。


平成１９年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑪

	通 告
月 日
	６・　８
	通  告  者  名
	塚　越　恒次郎

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　中小河川の整備状況及び水防対策について

梅雨の季節に入り、雨の多い季節となってまいります。

さらに最近では、地球温暖化の影響により、爆弾低気圧といった異常気象が発生し、予想をはるかに超える大雨洪水による被害が各地で発生しております。

そこで、豊川市内の中心街を流れる二級河川の整備状況及び水防計画について伺う。

　　(１)　市内の中心街を流れる二級河川の整備計画について

　　(２)　その二級河川の整備状況について

　　(３)　本市の水防対策について


平成１９年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑫
	通 告
月 日
	６・　８
	通  告  者  名
	榊　原　洋　二

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　臨時財政対策債を中心に、本市の財政当局の考えについて

「臨時財政対策債は、地方一般財源の不足に対処するため、投資的経費以外の経費にも充てられる、地方財政法第５条の特例として発行される地方債で、地方交付税制度を通じて、標準的に保障されるべき地方一般財源の規模を示す、各地方公共団体の基準財政需要額を基本に、団体ごとの発行可能額が算定される。

さらに、臨時財政対策債については、その元利償還金相当額を後年度基準財政需要額に算入することとされている。」と、解説されているわけです。

これは、市の各年度における収入不足を借金して賄っておき、その後、国から、その償還に対して交付税措置が期待できるという内容のように理解できますが、合併を控え、ますます厳しい財政状況に取り組まなければならない本市の財政運営をどのようにお考えか伺う。

２　市民活動で築く協働のまちづくりについて

　　本市は、平成15年３月「とよかわ市民活動活性化基本方針」を策定され、市民活動推進施策に取り組んでいると聞いているが、以下の４点を伺う。

　　(１)　市民活動で築く協働のまちづくりに対する本市の基本的な考え方

　　(２)　市民活動で築く協働のまちづくりに対する取り組みの現状について

　　(３)　合併後の市民活動で築く協働のまちづくりに対する取り組みへの考え方について

　　(４)　費用対効果の観点からの市民活動で築く協働のまちづくりに対する考え方について


平成１９年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑬
	通 告
月 日
	６・　８
	通  告  者  名
	柳　田　通　夫

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　言　　　　　の　　　　　要　　　　　旨
	１　子どもの「心の悩みと解決」支援体制の充実について

平成18年度の教育分野は、いろいろな意味で話題が多い年であったと思います。

特に、いじめ、不登校、自殺、そして連れ去りなどの問題は、大変な社会問題となったことは既報のとおりです。

私達もそのことについては、大変心を痛め、また同時に再発防止に全力を注がねばならないと思っております。

こうした背景の中で、この対応を進めていくのは、第一線の現場の教員の方が主体であることは言うまでもありません。しかしながら、教員も、算数や国語などの学業を教える一方で、これらの社会問題が発生する度に、現状の業務に上乗せされて、新たな取り組みを求められるわけで、大変お忙しく、教員の悲鳴が聞こえてくる状況にあると思います。

そのような状態の中で、児童生徒の心の変化を読み取り、また、悩みなどの相談にのり、アドバイスをきめ細かく行なう教員は、スーパーマンであり、ほんの一握りであるのではないでしょうか。

悩んでいる子どもたちの早期発見と早期対応をするためには、教員とともに「心のケア」を目的とした専門のカウンセラーや相談員などの増員は必須であると思います。

そして、最低でも１校１人の配備を目指していくべきであると考えます。また、発達障害の児童生徒への積極的な対応と支援も充実させなければなりません。財政の厳しい中ではありますが、将来の豊川市そして日本を支える子どもたちへの投資は積極的に行っていくべきと思います。

そこで、本市における、18年度の子どもにかかわる教育相談についての状況をお伺い致します。


平成１９年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑭
	通 告
月 日
	６・　８
	通  告  者  名
	石　原　政　明

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　　言　　　　　　　の　　　　　　　要　　　　　　　旨
	１　本市の中小企業を取り巻く課題について

　　本市は、これまで東三河の内陸工業都市として、大きな発展をしてまいりました。

第二次世界大戦における、2,500名余の犠牲者を出した豊川海軍工廠の被爆から戦後の財政再建団体の指定という困難な時代を経て、海軍工廠跡地への企業誘致、その後の発展は、先人達の高い志と多くの豊川市民の努力のたまものであると言っても過言ではないと思います。

　　本市における多くの企業は、70年代のオイルショックなどの一時的な足踏みはあるものの、日本の経済発展と歩をあわせて、順調に業績を伸ばしてまいりました。

しかしながら、平成に入ってからのバブル経済の崩壊を端緒とする経済社会の大きな変化は、いまなお本市の経済に少なからぬ影響を及ぼしております。

　さらに、その後の少子高齢化を始めとする社会構造の変化や、海外にシフトすることによる産業の空洞化などは、本市だけではなく大きな問題となっています。

　　近年、愛知県を中心とする東海地域の経済状況は堅調であると言われております。しかし、本市の中小企業を取り巻く状況は非常に厳しく、環境問題、コストの低減、雇用の確保、後継者不足などの問題も山積みであります。

　　企業の一つひとつが地域社会の基礎であり、それぞれの中小企業が元気であってこそ、地域の活力も生まれてくるのではないかと考えます。これからの「元気のある豊川」の実現のため、商工業の振興が肝要であり、行政の支援も必要であります。

　　また、昨年の２月に豊川市と一宮町が合併し、今後の新市の将来計画において、新たな工業用地の開発計画が示されております。これからの新しいまちづくりにあっても、市の将来を見据えた計画とともに、企業やそこに働く人に希望の持てる企業誘致を進めていく必要があろうかと考えます。

　　そこで、本市の中小企業に関して、次の２点について伺います。

(１)　中小企業の現状と市の支援策について

(２)　中小企業と企業誘致について


平成１９年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑮
	通 告
月 日
	６・　８
	通  告  者  名
	大　野　良　彦

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　ごみ問題について

　　(１)　過去10年程度のごみ排出量の推移について、県下近隣市と比較して本市の状況を伺う。他市との比較の中で、本市のおかれている状況、ごみの特性などについて伺う。

　　(２)　次に、第５次総合計画と19年３月に策定された豊川市ごみ処理基本計画を踏まえ、今後の排出量の見込みについて伺う。

　　(３)　処理施設、特に焼却施設について、これまでの経緯と現状を伺う。

　　(４)　最終埋め立て施設についても同様に経緯と現状について伺う。

　　(５)　「住みたくなるまち豊川」に向けて、今、ごみ問題でしなければいけないことは何か伺う。


平成１９年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑯
	通 告
月 日
	６・　８
	通  告  者  名
	今　泉　淳　乙

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　本市の農業施策と振興について
　　(１)　農業を取り巻く環境は、国内外ともに大変厳しいものとなっている。

　　　　　そこで、本市の農業施策を再度伺う。

　　(２)　農業の課題について、以下３点の考え方と取り組みについて

　　　　①　食の安全と安心を確保するための施策について

　　　　②　農産物輸出の取り組みについて

　　　　③　赤塚山公園駐車場付近に、食事・喫茶店や野菜販売並びに、商店活性化の一助となるコーナーの設置について

　　(３)　新たなる農業支援策について


平成１９年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑰
	通 告
月 日
	６・　８
	通  告  者  名
	冨　田　　　潤

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　　言　　　　　　　の　　　　　　　要　　　　　　　旨
	１　豊川市民全員が公平に行政サービスを受けられる環境について
　平日昼間に働いている人は、なかなか市役所に行くことができません。例えば、会社を午前中だけ休むなどして、通常業務の時間を割いていくことになります。

土日の窓口業務は、中央図書館で扱っておりますが、住民票の写し、住民票の記載事項証明書、公的年金など現況証明書、印鑑登録証明書の交付の４点のみです。

群馬県の太田市においては、１局と10課の業務を土日に行っています。同じ愛知県内で、蒲郡市は土日に、窓口業務に加え、税関係の業務にも対応しています。

市民サービス向上のために、土日開庁を実施する自治体が増えている中、新たに、この６月から土日開庁を開始した高浜市においては、事前に住民アンケートをとった結果、「土日開庁は必要か。」の問いに対して、「必要」との回答が75.8%を占めておりました。

市役所を利用するのは、年に１回かもしれません。しかし、年に１回でも市民は仕事を休むわけです。例えば、土日開庁や平日の開庁時間を夜８時まで延長して対応するなど、バリバリ働いている人にも、同じように市役所の行政サービスを受けられる環境が必要だと考えます。

そこで、以下質問いたします。
　　(１)　市役所の土日開庁や開庁時間延長に関して、住民の声をどのような方法で把握しているか。

　　(２)　近隣自治体でも土日開庁を実施している中で、本市の市民意識調査の項目に入っていないのはなぜか。

　　(３)　群馬県太田市では、市長の要請で「土日開庁に関する検討会議」を立ち上げました。高浜市では、「構造改革推進検討委員会」が、土日開庁を含む構造改革の報告書を、市長に提出しました。

　　　　　本市でも、検討会議のようなものを設置するのには、どのような障害があるか、また、今後設置の考えはあるのか。


平成１９年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑱
	通 告
月 日
	６・　８
	通  告  者  名
	高　橋　智　之

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　不交付団体にともなう今後の財政運営と総合計画見直しについて
３月議会において「市民の不安｣という観点から質問し、地方債の増加こそ市民の不満につながっているとの答弁をいただきました。そして、その打開策として、内には収納率の向上、外には企業立地による法人市民税や固定資産税の増加を見込んでいる。
さらに、公債費負担比率抑制については、借換債を計上し、19年度以降については、プライマリーバランス保持だけではなく、臨時財政対策債の借り入れ抑制により、元金償還金以内にするなどにより、地方債残高の減少に努めていくとの答弁をされた。

そこで今回は、不交付団体になったことによる財政的影響２点についてから伺いたい。

(１)　「不交付団体」となったことで一番心配される臨時財政対策債について、財政運営の基本方針、今後の方針、ならびに確認の意味から地方債残高の平成15年度と18年度の状況と、その増加の原因並びに内訳について伺う。
(２)　その他「不交付団体」となったことによる財政的影響について伺う。


平成１９年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑲
	通 告
月 日
	６・　８
	通  告  者  名
	西　川　米　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　本市の行財政改革の取り組みについて
　　厳しい財政運営の中、高齢化、少子化の進展など、経済状況や市民ニーズの変化に的確に対応する行政運営が求められており、職員定数の削減、また、財政チェック等の取り組みが必要であります。

　　(１)　本市の職員雇用の形態について
　　(２)　退職者の再任用制度の目的と効果について
　　(３)　指定管理者の現状と導入後の評価について
　　(４)　監査委員の選任と外部監査について


平成１９年豊川市議会第２回定例会一般質問一覧表（通告順）⑳
	通 告
月 日
	６・　８
	通  告  者  名
	佐　藤　郁　恵

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　　言　　　　　　　の　　　　　　　要　　　　　　　旨
	１　住民税増税問題への対応と国民健康保険料軽減、減免制度充実等について
　　昨年に引き続き、６月にまたも住民税の大増税が行われ、多くの市民に影響が出る見込みです。さらに７月には、国民健康保険料や介護保険料の本算定等の通知が来ることになり、大幅な負担増になることが予想されます。市民の間からは、昨年でも耐えがたい負担と多くの声があがっています。

　　そこで以下、負担増等の状況や軽減策について伺います。

　　(１)　定率減税廃止による、住民税、所得税への影響
　　(２)　それに伴う国保料、介護保険料への影響
　　(３)　住民税の負担軽減制度の概要と利用状況
　　(４)　国保会計の診療報酬改定による、繰越金の状況と国保料値下げの考え

　　(５)　国保料減免申請の実績、減免制度拡充の考え

　　(６)　要介護者の障害者認定の実績について

２　豊川市・音羽町・御津町合併協議会の新市建設計画、財政推計について

豊川市・音羽町・御津町の合併が住民の是非を問うことなく、論議も充分行われないまま進んでいくことは、大変問題であると思う。合併協議会では、少なくとも住民に充分情報が提供できるよう、新市建設計画、財政推計について、住民の望む情報を提供するとともに、各町の良さを生かす立場で協議を行うべきと思う。

そこで、以下伺う。

　　(１)　御津町臨海工業用地開発の県の位置づけ、10年で売れる見通しの根拠について

関係道路網建設の優先順位等、今後の見通しについて

上下水道整備、補助金など、市の財政負担の見通しについて
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